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The Toll-like receptor 4-activated neuroprotective microglia subpopulation 
survives via granulocyte macrophage colony-stimulating factor and 
JAK2/STAT5 signaling 
        (TLR4活性化神経保護的ミクログリアは GM-CSFと JAK2/STAT5シグナル伝達
を介して生存を維持する) 
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た。一方、M-CSF、IL-34 の mRNA 発現は LPS 処置により変化は認められなかった。さ
らに、LPS刺激ミクログリアの生存は GM-CSF中和抗体により、有意に抑制された。また、
LPS処置後のそれぞれの受容体の mRNA 発現を検討したところ、M-CSF 受容体には発現





た。LPS 刺激ミクログリアの生存は NVP-BSK805 の前処置により有意に抑制され、さら
に、ウエスタンブロットおよび免疫染色から、LPS刺激により STAT5のリン酸化が引き起
こされることが認められた。また、このリン酸化 STAT5の蛍光は核部位において強く検出














                 
